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エジプト・コプトの染織品とインド更紗の制作年代および制作地の特定に関する研究
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平成29年度の研究実績では国外調査2箇所、国内調査1か所と国内でその成果を公開した。 
国内調査では女子美術大学美術館が所蔵するコプトの染織品約150点の調査を終了した。引き続き調査を継続して行う。 
国外調査では、オックスフォード大学にあるアシュモリアン博物館、ロンドンヴィクトリア＆アルバート美術館のコプトの染織品を調査した。アシュモリアン博
物館では約100点を調査した。これらはコプトの遺跡から発掘されたインド更紗の遺物で、放射性炭素年代測定により、14-16世紀の遺物だということが分かって
いる。平成30年度には、女子美染織コレクションのコプト裂に含まれるインド更紗の遺物と比較調査を実施する予定である。ヴィクトリア＆アルバート美術館で
は9点のコプトの染織品を調査した。このうち3点がインド更紗であったが、こちらの遺物は年代測定が行われておらず、目視による調査から16-17世紀の制作で
はないかと判断した。コプト裂に含まれるインド更紗の制作年代は比較的新しく、アシュモリアン博物館の分析により、14世紀以降の遺物と確認されているの
で、女子美染織コレクション、ヴィクトリア＆アルバート美術館のコレクションをこのアシュモリアン博物館の遺物と比較しながら、今後の調査を行いたいと考
えている。 
調査内容の公開では、『大妻女子大学家政系研究紀要』第54号に、平成28年度の調査報告を行った。またコプト裂の研究成果の一部を姫路市立美術館で開催され
た「イメージを織る」展の展覧会カタログの中で、「日本で蒐集されたコプトの染織品について」と題して発表を行った。
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コプト　インド更紗　染織　放射性炭素年代測定

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
国外・国内の作品調査は進んでいるが、今年度実施する予定であった放射性炭素年代測定が実現できていない。調査対象の作品選定に時間を要していることと、
分析にいたる準備ができなかったためである。 
研究の成果や調査報告は順調に進めている。
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１０．研究発表（平成２９年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　0件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2018年

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計1件
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計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

 ３．書名
イメージを織る

 １．著者名  ４．発行年
須藤良子

姫路市立美術館 47
 ５．総ページ数 ２．出版社

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Report on Coptic Textiles and Pre-Columbian Textiles Research

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
大妻女子大学家政系研究紀要 91-109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

放射性炭素年代測定が実施できなかったため、平成30年度で実施する。また平成30年度にも海外調査を実施し、調査研究の最終年度としての成果を公表するた
め、予算を使用する。

 １．著者名  ４．巻
SUDO Ryoko 53

 ２．論文標題  ５．発行年

８．今後の研究の推進方策
平成30年度は研究協力者と共同で、女子美染織コレクションにおけるコプト裂に含まれるインド更紗の遺物に対して、素材の同定と放射性炭素年代測定を実施す
る。また調査の報告と研究成果を発表する。
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１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－
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